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　市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどのよ
うな状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表します。

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

平成28年度　歳入・歳出決算
一般会計歳入：148億952万円� 対前年度比：3億2，912万円減少

一般会計歳出：145億2,038万円� 対前年度比：1，202万円増加

国庫・県支出金、地方交付税の減少
　前年度から減少した主な要因は、農業
基盤整備促進事業、機構集積協力金事業
などに対する国庫・県支出金の減少、地
方交付税の減少などがあげられます。
　自主財源33.0％、依存財源67.0％と、
行政サービスの多くが依存財源で賄わ
れている状況です。市の財政運営は国･
県の動向により大きく左右され、今後、
地方交付税は減少していく中で、厳しい
財政状況になることが予想されます。
　今後も自主財源の更なる確保と歳入
に見合った歳出を基本とし、安定した
財政運営に努めます。

大型事業開始、扶助費および積立金の増加
　前年度から増加した主な要因は、新庁舎
建設事業や神埼町保健センター等整備事業
など大型事業の増加に加え、国の施策によ
る年金生活者等支援臨時福祉給付金事業の
実施、まちづくり基金への積立のほか、ク
リーク防災機能保全対策事業などの事業費
増があげられます。
　将来の財政負担を軽減するため、地方債
残高の一部を一括して返済する「繰上償還」
を行い約1,338万円の経費節減を図りまし
た。
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自主財源：市が自主的に調達できる収入
依存財源：国、県から交付される財源や地方債

義務的経費：支出が義務づけられ毎年支出しなくてはならない経費
投資的経費：道路の整備、公共施設の建設や大規模改修など社会資
　　　　　　本の整備に要する経費

地方交付税 市の財政状況に応じて国
から交付されるもの

繰入金 これまで積み立てた基金
などから繰り入れる財源

国庫･県支出金 特定の事業に対する国･県
からの補助金など

地方債 財政上必要とする資金を
外部から借入れるもの

扶助費

社会保障制度の一環として生
活困窮者や身体障がい者等の
生活を保障するために支出さ
れる経費

補助費等 市から他の地方公共団体等に
行政上の目的で交付する経費

普通建設事業費 道路、橋梁、学校など公共施
設の建設事業に要する経費

歳入

自主財
源依

存
財
源

33.0％

67.0％

分担金・負担金
2億1,340万円

使用料・手数料
1億7,027万円

寄附金、財産・諸収入
3億7,658万円

地方交付税
50億5,638万円

地方税
33億6,821万円

国庫支出金
17億9,024万円

地方債
12億2,980万円

県支出金
10億9,240万円

繰入金
1億2,121万円

繰越金
6億3,028万円

地方譲与税
1億5,559万円

各種交付金
6億516万円

義

務
的
経
費

その

他
経
費

49.0％
39.0％

公債費
19億8,029万円

普通建設事業費
16億6,981万円

人件費
22億6,238万円

扶助費
28億7,627万円

積立金
5億6,983万円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

補助費等
18億8,450万円

物件費
15億7,598万円

維持補修費
5,439万円

災害復旧事業費
6,959万円

繰出金
15億4,534万円

投資的経費
12.0％

歳出
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平成29年度　予算の状況
一般会計予算総額：165億433万円

基金（貯金）の状況

一般会計の主な事業

地方債（借金）の状況

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 5,236,261 159,071 5,395,332
特 　 別 　 会 　 計 431,928 58,207 490,135
合 　 　 　 計 5,668,189 217,278 5,885,467

市民一人あたりの基金残高・・・約184,000円

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 14,050,992 1,200,200 15,251,192
特 　 別 　 会 　 計 6,460,458 △ 24,839 6,435,619
合 　 　 　 計 20,511,450 1,175,361 21,686,811

市民一人あたりの地方債残高・・・約679,000円

【総務企画部】
・神埼町保健センター等整備事業 8億6,632万円
・新庁舎建設事業 5億2,233万円
・神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合負担金 1億5,876万円
・神埼情報館整備事業 8,968万円
・脊振町複合施設建設事業 5,256万円

【産業建設部】
・農業基盤整備促進事業 6億2,260万円
・道路橋梁新設改良事業   3億5,445万円
・王仁博士顕彰公園整備事業   1億9,429万円
・強い農業づくり交付金事業   1億4,744万円
・高取山公園遊具更新工事  1,353万円

【市民福祉部】
・私立・管外保育所等運営事業 6億8,326万円
・障害者自立支援給付事業 6億4,899万円
・介護予防・日常生活総合事業 5,857万円
・小・中学生、高校生等医療費助成事業 4,959万円
・佐賀県東部ブロック次期ごみ処理施設
　建設事務委託料 2,993万円

【教育委員会】
・小学校・中学校教育ＩＣＴ振興事業 1億4,986万円
・放課後児童クラブ事業 3,748万円
・神埼市小中学校英語教育推進事業  2,593万円
・小学校・中学校施設整備事業  2,839万円
・下村湖人生家改修工事  1,663万円
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※消費税引上げによる地方消費税交付金の増収分（約2億2,993万円）は、社会保障関連施策のうち私立・管外保
育所等運営事業、介護予防・日常生活総合事業および小・中学生、高校生等医療費助成事業など（事業費：約18
億6,634万円、一般財源：約5億8,132万円）の財源として充当しています。

歳入

自主財
源依

存
財
源

31.3％

68.7％

分担金・負担金
2億3,794万円

使用料・手数料
2億5,238万円

寄附金、財産・諸収入
2億7,966万円

地方交付税
47億6,958万円

地方税
32億2,590万円

地方債
25億8,410万円

県支出金
16億4,085万円

繰入金
9億2,574万円

繰越金
2億3,722万円

地方譲与税
1億4,900万円

各種交付金
5億8,863万円

歳出

総務費
32億8,782万円

国庫支出金
16億1,333万円

議会費
1億7,317万円

民生費
50億1,120万円農林水産業費

17億5,962万円

土木費
9億4,918万円

消防費
6億1,656万円

教育費
10億9,819万円

公債費
20億6,722万円

災害復旧費
1,280万円

労働・商工費
3億6,451万円

その他
2,021万円

衛生費
11億4,385万円

（９月定例議会後）


